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子どもたちとの意思疎通の方法は
言葉だけじゃない。
思いが「つながった」と感じる瞬間が
何よりの喜びです。
一度、一般企業に就職した河野有紀さんが大学院に戻り、次に選
んだのは支援学校の教育現場でした。
昨年度まで別の学校で主に知的障がいを持つ子どもたちを受け
持っていた河野さんが肢体不自由の生徒を担当するのはこの学校
が初めて。現在は高校2年生の女子クラスの担当で、6人の生徒を
６人の先生が支援するというマンツーマン体制で頑張っています。
授業だけでなく食事やトイレなど生活面のサポートもあり、気力や
観察力に加えて体力の必要性も痛感しているそうです。特別支援の
教諭を志すようになったのは、大学で『国語学』を学んでいたころ。
「漠然と将来は一般校の国語の先生になるのかなぁ、と思っていた
ときに、支援学校と障がいを持つ方たちの作業所に短期間、お手伝い
に行く機会がありました。明るい生徒さんたちに驚かされ、そして何
より子どもや作業場の方たちとの触れ合いが楽しくて」。この経験で
河野さんは、自分の本当にやりたいことを見つけます。だからこそ支
援学校での仕事を希望する人には、「ぜひボランティアで、この仕事
が自分に適合しているかどうか体験してほしい」と考えるのです。
子どもたちが自立できるよう助け過ぎない支援を心掛け、社会に
出るため『時間を守る』習慣などを教える。いつも元気で、そして何
かを得てほしい。特別支援学校教員免許取得を当面の目標とする
河野さんの夢は、生徒たちの未来へとつながっています。

一見してすぐに言葉と意味が分かるよう工夫された教材と、気になるこ
とを記しておく必需品のノート。

教育業界／講師

プロジェクト実践型学習による「社会人基礎力」の
育成がテーマ

この2年次演習では、2007年度から商学部で取り組んでいるCORES（＝Core Skill Program：コレ
ス）を実施。これはビジネスプランの作成を通じ、社会人基礎力の育成を目指すプロジェクト実践型の
教育プログラムです。
昨年度は化学生命工学部の河原秀久教授が研究・開発した「不凍タンパク質」をシーズに選び、商
学部の3つのゼミの学生が顧客ニーズの視点から新規事業の創出に取り組みました。各ゼミ生が4～
6人のチームに分かれ、PBL（Project-Based Learning）というプロジェクト形式での学習を行います。
既成概念に捉われることなく、自由な発想で新規事業のアイデアを出していきます。授業では、毎回
各チームが発表し、それに対する質疑応答およびコメントのみ。そこから次週までに、学生が自主的に
集まって検討し、また発表をするというプロセスの中でビジネスプランとしてまとめ上げていきます。
荒木教授は「この授業で学生にはチームワークを身に付け、コミュニケーション能力をアップさせ

ると同時に、今や日本の多くの企業が失くしてしまった『イノベーションを起こす』という気概を育むと
ともに、そこで利用できる技術を学んでほしい。そうして社会に出て、何か新しいことに挑戦してほし
いですね」と期待します。また、この演習で経験したことは、3年次からの「専門演習」「卒業研究」へと
つながるステップでもあります。これらのトレーニングは商学部の学生が、外部の発表会やコンペティ
ションで好成績を収める原動力になっているようです。
昨年度、最終的に10チームが完成させた不凍タンパク質のビジネスプランは、グランフロント大阪

にて開催されたワークショップで、多くの企業人の前で発表されました。また、関西大学商学部主催の
全国規模のビジネスプラン・コンペティションKUBICにも応募されます。演習活動とは別に、個人でも
プランを考え、応募するゼミ生もいるとか。実践的な力が身に付く、革新的な授業です。

商学部

「演習」
荒木 孝治 教授

将来、商品開発に関わる仕事に就きたいと思ったのが、この
演習の選択理由です。半年でグループワークの力も付き、
情報にアンテナを張れるようになりました。実現したいもの
を持っている人はチャレンジしてみたら面白いと思います。

上野幸子さん（３年次生 取材時は2年次生）

商品開発をやりたくて先輩からアドバイスを受け、荒木教授
の演習を選びました。3年次になって専門のゼミに入れば、
実際にいろいろな企業と関わっていくことになります。その
ためにも、ここで基礎的な能力を身に付けたいと思います。

黒瀬義隆さん（３年次生 取材時は2年次生）

「専門演習・卒業研究」のためのトレーニングと、将来、科学技術に基づく成果を企業が
事業化する際、その橋渡しができる人材の育成を目指します。

ある1日の
スケジュール

これまで基本的に、理系の人が技術
開発をし、それを文系の人が整理す
るというイメージが多かったと思いま
すが、その中間に位置して「ビジネス
の橋渡し」ができる人材を養成する
のが目標です。そのためあえて、技術
的な課題を取り上げています。2年次
のこの演習では関大が持つ優れた技
術を商学部がうまくプッシュできれば
面白い活動になると思いますね。

商学部
荒木孝治 教授
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